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復活の主日「復活の聖なる徹夜祭」 
 

福音朗読 マタイ 28・1-10 
 

2023.4.8 18:30 

カトリック高円寺教会 

主任司祭 高木健次神父 

 

 皆さん、ご復活おめでとうございます。 

 このように、復活徹夜祭を人数の制限も無くご一緒にお祝いすることができ

ることを改めて喜びたいと思います。今日、わたしたちはそれぞれ、イエス様と

の繋がりである信仰の恵みをいただいたことを思い起こし、そして一人ひとり

の心の中に改めてイエス様をお迎えする、そういう気持ちでこの典礼を共にお

捧げしたいと思います。 

 今日のこのごミサの最初に、復活したイエス様を表わす復活のろうそくの祝

福と点火がありましたけども、火が途中で消えてしまいました。まだ火が芯に定

着しないうちにわたしが早く歩いてしまったので、一回火は消えてしまいまし

た。これは不注意ですけれども、わたしたちの信仰生活も表しているような気が

します。 

イエス様との繋がりっていうのは、やっぱりそれが定着するまでには時間が

かかるんです。ろうそくの火もずうっとしばらく点いていれば安定して持ち歩

いても消えないんですけど、すぐ動かせばまだ芯に火が十分に回っていないの

で消え易い。わたしたちの信仰もそういう面がある。イエス様との繋がりってい

うのは時間をかけて育まれる中で、わたしたちがどのような場面に行ったとし

てもその繋がり、希望を忘れることがないような確固としてものになって行  

くっていうことは事実なのではないかなあと思います。それでもやっぱり消え

てしまう、あるいは小さくなって、イエス様のことをわたしたちは忘れてしまう、

そういう時は訪れる。その度ごとに、毎年わたしたちが主のご復活を改めてお祝

いし直すように、イエス様に一人ひとりの心の中に帰って来ていただく必要が

あると言っていいと思います。 

 例えば、わたしはこの高円寺教会の主任司祭としてこの教会に対しての責任

を強く感じているわけです。信者さんたちが長い間かかって近所の人との繋が

りを良好に保ち、そしてそれぞれ教会を愛して、この場所での、建物のこともそ

うだし、教会そのものの活動もずうっと繋いで来られたということを妨げない

ように、っていう責任を感じています。そして、いろんな形でキリスト教とか教
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会の活動には興味がなくて、でも教会を利用する、あるいは食いものにする、そ

ういうような行動を取ろうとする人から守らなきゃいけないと思っているわけ

です。でも、その思いが強すぎると、自分の中で所属信徒以外の人々に対しては

心が閉じて行っているのではないかなと感じる瞬間があります。教会を守るっ

ていう思いが強すぎると、ある意味では所属信徒に対する責任を感じつつ、イエ

ス様に対する責任ということを忘れてしまうということもあるような気がしま

す。 

イエス様に対する責任はもっと広いんです。洗礼を受けている人とか所属し

ている人だけではなく、この地にあって助けを必要とする人、困っている人、そ

こにイエス様と共に一緒に出かけて行く、あるいは受け入れて、イエス様がなさ

りたいことを、全く同じ様にはできないんだけれど、何万分の一でもイエスと共

に働くという、その責任です。それを忘れてしまう。閉じてしまう。 

両方大事なんです。教会に集まっている、所属してここの場所を維持している

方々に対する責任と、でもイエス様の呼び掛けはもっと広いんだっていうこと

を思い起こす中で、わたしの信者としての務めを思い返さなければならないな

あと感じています。 

 皆さんはいかがでしょうか。イエス様に対する責任の中でお一人おひとりの

生活を顧みるということがあるでしょうか。 

 わたしたちは、一人ひとりイエス様との繋がりに呼ばれて、そして「共に働く

ように」と呼び掛けられるイエス様に「共に働きます」と答えた者たちのはずで

すね、洗礼を受けたということは。それは、家族に対する責任、自分自身に対す

る責任、いろんな職場、仕事上の責任を超える、イエス様の前でイエス様と共に

働く者としてどうであるのかということを時々は考えてみる必要があるように

思います。 

 わたしたちが今日ご復活をお祝いする者として、一人ひとりの中にも改めて

復活したイエス様ご自身がやって来てくださり、そして共に働く思いを新たに

したいと思います。そのイエス様に対する責任は決して重苦しいものではない

はずなんです。イエス様ご自身は「わたしの軛（くびき）は負いやすく、わたし

の荷は軽い」（マタイ 11・30）とおっしゃっています。だから安心して一人ひと

りの生活をイエス様の御前で思い返す、そしてお望みを共に働いていくその恵

みを頂きたいと思います。 

 今日、この典礼を通してわたしたちが信仰の恵みを新たにし、そしてまた新し

く洗礼を通してこのキリストの体、教会の一員となられる方がいらっしゃると
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いうことに勇気を得て、改めてそれぞれの場で信者として生きて行く、その思い

を新たにしたいと思います。 
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